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障害者のスポーツ施設利用促進マニュアルについて

○ 概要
○ 改訂のポイント
○ 全体構成
○ 主な内容
○ 動画について



〇 平成27年度に、障害者の施設利用に際し、施設管理者等
が配慮すべき点をまとめたマニュアルを作成し、区市町村等に
普及

〇 本マニュアルは、工事を伴うようなハード改修ではなく
簡易な備品購入やソフト対応などの好事例等を紹介

〇 昨年度、東京2020大会や障害者差別解消法の改正等
を契機に進められた新たな事例を収集し改訂
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概 要



〇 都内スポーツ施設等に対するアンケート・ヒアリング調査の
結果等を踏まえ、学識経験者や障害当事者、施設関係者
など全16名からなる検討委員会にて内容を審議し、改訂

※ アンケート調査対象：

都内公立スポーツ施設

スポーツ施設を併設した都内社会福祉施設・健康増進施設

都内民間スポーツ施設

全国障害者スポーツ施設センター連絡協議会加盟の施設

アンケート回収数：794件（回収率59.6％）

検討委員会の様子 4

改訂のポイント



全体構成

　　　　　トイレ
　　　　　更衣室

第１章　東京２０２０大会のレガシー【新規】
第２章　障害の理解とコミュニケーション
第３章　施設利用の前に

第４章　共用施設の利用

　　　　　初回利用・問合せ時の確認ポイント

第８章　地域における取組事例【新規】
ICTの活用【新規】、Q＆A、問合せ先　等

　　　　　その他屋外施設
　　　　　プール
　　　　　トレーニング室・ジム
　　　　　体育館

第６章　誰でも一緒に楽しめるスポーツ　～パラスポーツの魅力～【新規】
第７章　障害者差別解消法【新規】

第５章　スポーツ施設の利用
　　　　　緊急時の対応
　　　　　シャワー

　　　　　ロビー・廊下・共用スペース
　　　　　受付

　　　　　ホームページ
　　　　　身体障害者補助犬
　　　　　駐車場
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誰もが使いやすい施設を整備するために、利用者目線
に立ち、当事者意見を聞くことの重要性を紹介（P4）

東京2020大会をきっかけに始めた施設での
パラスポーツの普及の取組を紹介（P7）

第１章 東京2020大会のレガシー 第２章 障害の理解とコミュニケーション

主な内容①

視覚障害や聴覚障害などの障害種別ごとに、障害の理解
やコミュニケーションのポイントなどを紹介（P8）
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● 視覚障害

● 聴覚障害



主な内容②

３章 施設利用の前に

障害のある人が施設を利用する前に、必要な情報が見つけ
やすくなるよう、トップページにバリアフリー情報等のページ
へのリンクバナーを設置するなどの工夫を紹介（P24）

４章 共用施設の利用

障害のある人が受付しやすい例を写真を使用して紹介
（P27）
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主な内容③

４章 共用施設の利用

地震や火災など緊急時における、障害のある人の困りごと
と対応方法、施設で実施している工夫の事例を紹介（P36）
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● 緊急時の対応

各施設に緊急時対応についての案内を掲示
[堺市立健康福祉プラザスポーツセンター]

施設内のAED設置場所をわかりやすく掲示
[堺市立健康福祉プラザスポーツセンター]



パラスポーツはルールや用具を工夫することで誰でも
楽しむことができるスポーツであることを紹介（P50）

主な内容④

６章 誰でも一緒に楽しめるスポーツ５章 スポーツ施設の利用

スポーツ用車いすの正しい理解と認識を深めるととも
に、床の適切な維持管理方法を紹介（P40）

各施設で実際に行われている工夫について紹介（P38）
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①ブレーキ痕
専用のラバークリーナー（溶剤タイプのクリーナー）による清掃を行います。

②凹み痕
補修方法はバレーボールやバドミントンコートの支柱を立てる金具の周囲の

凹み痕と同様で損傷度合に応じた対応になり、パテによる補修を行います。
補修できない場合は、ライン消し用テープによる表面を覆い、損傷が広がら
ないように注意します。ただし損傷の程度によっては、業者と相談し改修して
ください。



障害のある方の施設利用の受入れに積極的なスポーツ施設
を紹介（P58）

主な内容⑤

利用者の利便性が向上するデジタル技術を活用したコミュニ
ケーションツールを紹介（P62）

８章 地域における取組事例

ICTの活用

７章 障害者差別解消法

対話の重要性や施設での環境整備の事例を紹介
（P54）
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電動車いす利用者から、「濡れたレインコートをバッグ
などにしまって館内に持ち込みたくない」との声を受け、
ハンガーラックにS字フックを掛けた「レインコート置き
場」を入口に設置しました。

[荒川総合スポーツセンター]



動画について
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「視覚障害のある人を誘導する際のポイント」や「車いすを使用する人が段差を越える際のポイント」など、わかりやすく伝え
るための動画を２１本作成

第2章障害の理解とコミュニケーション 「視覚障害」

第4章共用施設の利用「受付」

視覚障害者への声かけ方法 視覚障害者の誘導方法

聴覚障害者のコミュニケーション方法の確認 肢体不自由（車いす）の介助方法
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取組事例

○ 職員研修（東京都・東京都障害者スポーツ協会）

○ ホームページ、受付、トレーニング室改善、職員研修
（杉並区大宮前体育館）

○ バリアフリー動線の工夫（調布市総合体育館）



取組事例①【東京都・東京都障害者スポーツ協会】

職員研修

○ 都内区市町村立スポーツ施設管理運営者（指定管理者等）、都内区市町村スポーツ施設管理主管課職員、民間スポー
ツ施設管理運営者等が参加対象
○ 「障害者のスポーツ施設利用促進マニュアル」の内容説明、ミニ実技、障害者差別解消法の解説、障害当事者・施設管
理者を招いてパネルディスカッションを実施
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アイマスクを付けた相手
に主に言葉でストレッチ
のポーズを説明する実
技を実施

● ミニ実技の様子 ● パネルディスカッションの様子

障害当事者、施設管
理者それぞれの立場か
ら「誰もが楽しめるスポー
ツ施設」とはどのような
ものか意見交換しました。

● パネリスト（障害当事者）の意見

二條実穂さん（パラリンピアン） 元車いすテニス選手
自分自身がスポーツ施設などを利用する
際に「手間をかけてしまうのではないか、と、
どうしても感じる。そんなときにまたどうぞ
ご利用くださいとかの「また」の一言が、また
来て良いんだなと思えるので、そういった
声がけ頂くだけで次も来たいなあというふう
に思いますね。

高田朋枝さん（パラリンピアン） 元ゴールボール選手
こんにちは、って言ってもらえるだけでも、すごく
また来やすいですし、スポーツ楽しんでくださいね
とか、いろいろやってみます？とか、そういう一言
をフレンドリーな感じで声かけてくださるだけでも、
すごく壁がなく、コミュニケーションが取れているな
というのは感じています。



取組事例②【杉並区大宮前体育館】

ホームページ、受付、トレーニング室改善、職員研修

○ 指定管理者：コナミスポーツ・杉並建物総合管理事業協同組合共同事業体
○ 体育館ホームページのトップページに「障害のある方へ」を追加し、バリアフリー情報へのアクセスを改善
○ 受付に施設の場所がわかるイラスト図を設置
○ 障害当事者が大宮前体育館のバリアフリー検証（※）した際の意見を受け、トレーニング室入口でスタッフを呼ぶための
チャイムをお渡しするよう改善 ※東京都令和5年度アドバイザー派遣事業

○ 杉並区内の他施設を管理する指定管理者（コナミスポーツ）と合同で、本マニュアル及び動画を使用した職員研修を実施

14トップページにバリアフリー情報へのリンクを追加

取組事例②【杉並区大宮前体育館】

ホームページ、受付、トレーニング室改善、職員研修
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←施設案内をイラスト付きで
作成し受付に設置

トレーニング室が細⾧い形状である→
ため、入口でチャイムを渡し、スタッ
フに遠い場所でトレーニングしていて
もすぐに呼べるように改善



取組事例③【調布市総合体育館】

バリアフリー動線の改善

○ 指定管理者：公益社団法人調布市スポーツ協会
○ パラスポーツ団体が調布市総合体育館のバリアフリーを検証（※）した際、地下１階の体育室を利用時の動線について
１階からのエレベーター以外の動線があるとよいとの意見が出た。 ※東京都令和5年度アドバイザー派遣事業

○ 指定管理者が別ルートを検討し、大会等の団体利用の際は屋外のスロープを使用して、車両を地下１階の中庭に駐車し、
日常的には利用していない地下１階ホールの出入り口から案内することとした。
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体育室への
通常ルート

団体利用時の
屋外ルート

１階エレベーターは車いす
１台ずつ乗る

屋外ルート検証の様子

地下１階ホールの出入り口確認の様子

出入口
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障害者のスポーツ施設利用促進マニュアル

スポーツTOKYOインフォメーション（マニュアル全文）
https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/shospomanual.html

（公社）東京都障害者スポーツ協会ホームページ（マニュアル全文、動画）
https://tsad-portal.com/tsad/topics/22883


